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23 殺虫剤 としての煙霧質の利用 Ⅰ.防疫煙霧剤の使用塁決定につし､て 古林和一郎,

本町鬼 (邦貌物産閑薙株式会社)29_･10･4受理

t)ンデシを煙霧質として便甲する際の使用丑については,専虫の種甥,･室容積以外に煙霧

質の渦動拡散速度も考慮に入れるべき<あって審虫の生存環掛 こ応じて実用殺虫濃度に有

効港塵倍数を燕じて使用する事が必要<ある｡

JJ-i･il･i:生薬,防控剤の新しい班川形式として acrosol

(畑41㍍て)で位川する叫が広く行われる様になった｡

aerosolというのは気体の小に固体又は液体の徴細な

粒子が浮扮してゐる物門系である｡一般に-Tつの柏が

役粒子で他の一つの和の小に浮浴して居る様な状態は

colloid(膠盟)と呼ばれるので気膠だと呼ぶ叫もある.

次に煙誘質の牛判ft:を挙げると, 1.恨詔質では分散

系である気体と分散相である彼粒子とのlL盲】の常既の差

が著しく(1)安宅姥が悪 く気体が静止して炉:･る域合には

粒子が詔力によって漸次沈降して行 く傾向が強いo

lJ.焼誠jHlでは気体の分子と分子との距離が波川このそ

れに比べて大きいので徴粒子の Iirown運動が括漁で

ある｡そして紋粒子相正の餌突,役粒子と壁両との細

宍が起る較会が多くこのために粒子が立に附帯して大

きくなり又はき退出に附蔚する｡従って粒子の数が速か

に減少して数時rLuもすれば無くなるのが普通である｡

3.芯地17の微粒子の滋径は普通 1-0･lFl程比であ

るが lO/̀ 程比のものもある.4.放粒子の常圧は同

一物質の捌 イこ叉は液体の'if.瀧 の約 1/10程度である.

これは壇協粒子が位iJJにLLI来た粒-I(･の結合で多孔質での

層 状のものであること(空)を示して居る｡5.枚粒子は

相対 した二つの壁があって二万の壁が任温既にある時

その間を通すと拾い方の壁に附茄する｡叉性の申に熱

い物体を入れると解団に!.Q憶の茎問が山来る0 6.械

粒子の大気中の拡散は主として大気中の渦動によって

(I)梗準状態で空気の密匠は0･0012g/cmてである

那 .I,-13HC の結晶は約 2g/cm3 である｡

1こiO

一

文配されるO分子運動による拡散は之に比べると榔め

て少ない ｡7.繊細なFlli折路を通過a･しめると蝿i･ri相.
子は気体分子より通過し易い鰍句07があるi

次に駐近朽奴の建議生成剤に於てはそのuiHJl山王iji
に告虫q)柾現と室容的とによって延めてFIT.1･るが,之に

対 し大阪府衛生部の膝戸氏(4)はナンキyムシ.イエ〆

二等の駆除の場合にこの方法で班用lJrnLを決'ji!すると'JJ'

効な薬剤をタ.無効と誤認する危険のある叫を述べて灰ろ｡

これに対 し言だ者等は(I)詔山してG:･る対象fiI一山を托減せ

しめるに足る概芸域豊姥 (g/m3)を決め次に (2対 象u

虫がJIf任して肘る処に到蔚する焼誠のiJ2姥と_完i･-汀Jj全般

の濃比との関係を調べて,その環塊で血休に7J'.''Jyiに7)TJ
ln'の殺虫濃既の焼誠を坊姐せしめるために構成 しなけ

ればならない煙誠潰姥 (g/m3) を決Eji!する. Lkrにこ

れに(3)塊誠の拡散を=(,lrJ]する容抗を乗 じて仙川薬ILtを

決定する.(4)必要があればbRiに焼謎の流失その他を的1
促して薬丑の増城を行うという方法を探ってI,.ilる.

輩者等は(1)の波圧を実用殺虫濃度と呼び(ヱ)の91際に

構成を要する濃姥が宍用殺虫濃蛇に対する(.Lt.数を有効

濃度倍数と呼んで居る｡対象告虫が大気中に柁目して

Lf;･る場合には-jJ.効汲蛇紙数は1である0

本掘割まn:岩等が .)'yデン煉詔Tf(5,について上記の

方法 6̀'を川いて7.-fiた結果の概要と将三掛',JuJ'r･旭 丘亡べ

(5)./-13lIC の雌簸化には ))yデy姐荘剤 rネオ･

キルモス｣及び ｢キルモス｣筒を用いた｡

(6) この方法は古林が瓦斯防護のための気款の研究

に当って一時瓦斯 (気体又は煙薪質の苛正斯)の効力

の判矧 こ用いたものである｡
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るものである｡

実用殺虫沸度

これは怖鞘内に指tJIしてTJ.tろ対汲凹山に設iJl効力を

及ぼす怖詔門S<TL邪の氾蛇であJ).その決'jiiには氾川l･.
繋虫の†州柑 至を考えなくてもよい群蛇に大きく兄tLlっ

ておく必封がある｡叉これは災扱的に決'起すろもので

あって推計学的処理を必封とする｡1JllEまでに宇I.iた犬

用.1･.文和の.1渋い数鮪は節1式の迅りである｡

'1'alJleI. Practicalinsecticidalconcentration
ofLindaneaerosol.

Testspecies lco占centrationtRemarks
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･KThiswascontrolledlVithinametalnet

cage.
**These lVereputin a metalnetcage

(0.4mm meshes).inavinylhousefor2
hrs.undertlleCOntrOlof〝Neo-Kilmos〝-
smoke.

衰ガ由出は 0.LRjg/m3, 2時闇で 1/2が死滅 し

6 19 *-1V

O.03g/rn3.2時mで 3/8が妃械した｡LT_lL･V8･(+_

逃亡した｡テン11ウムン〆マンはO.OO13g/tnlで 7./川

が光祐した,何れも(.D訳的な.紀行中でFt'L淡 なnrlllを亨'.t

でU.'･ない｡アカダニには1)ソデ･/は発く効力が認めら

れなかった,こ でゝ臼;芯すべきは同じ )′-1iHC でも

仙川形態に上り共用殺虫汲皮が朋ろ都である｡これを

約2炎に茄した.

木裏でy]かな様に耕地平方米当りの殺虫に必要な

γ-IlHCの丑は轍粉剤の場合は水和剤よりも少く蛙宗

質ではさらに少くて済む｡しかし撤粉剤ではアブラム

シはコガネムシよ'り多立の薬正を要するが煙霧質では

逆に少く,水和剤では同比にな?て居り,その理由に

ついては今後実験約枚対を退める必要がある｡叉

O.5,00'招粉剤正当 3L･gで死滅するといわれてE･るテ

ソトサムシダマシが捕識'Ll了では 1.5g/m3を用いても

1/lO.しか相場しなかったことq;も印紛糾の余地があ

ると思われる｡

γ-BIICの花山に対する7乙川:川は神砧fLEであt)ji::地

籍及び先主ifとして･作目する以外に浦先の7別竹liもある

といわれてrTLLitろ｡γ･lHIC郎･'iiWc.はそれ等の小の何

がll1-もメ きい効月ミを もつかが川皿である｡),11'7才馴ヒ筏

3･-4時間以内餌矧13にlJ言ったために効ノ)が発!(A:した

楊介にはFJ.i識矧二川この一一汐こ約は肋が増えられるが,そ

れ以後に於て効ノ)那.iH.められた切付 二は三kとして附JTf
残存した γ-IillC による接触弘 允7ifの弼効ガミによ

･るものと考えられる｡文金】rnlJllllを泡じて ･/-1uIC の

蒸気による効力がOF･-ll･してmることも･J3･えられろ｡従

ってr]然の状態に近い:条作即ち匁'LqFl･ti代役の時聞及び対

象田虫と共-IJ:させておくべき物作の托班と流が開祖と

なる｡今回の試級では任期巧の砿壊接触効力を3TL祝し

たので控内に陀く時間を約2時間と定めて行った｡

T;lblelI. PractiealinsecticidalconcentrationofLindaneinvariousstates.
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これについて古林,五月女の行った-突放例では

1.6g/m3の発煙役12時間ビニール-ウス内に挺いた

にJ米と共に新 しコクゾア5匹を金網詑内に入れて-ウ

ス外に抜いたところ3時Wでコクゾウは全部死滅したO

ところが同一試料,悶一方法で変ガ幼虫1匹について

紙みたところ72時間後でも錐死 しなかった,-叉古林,

小Lf訳の千拡大学に於ける失験例では 12.5g/m3 の

γ131ICの煙 (噴諾孔から 50cm)を1秒間噴誘する

と柿のコナカイガラムシが死域した｡これに窺似した

失政を中尿,本野が水田のスリップスに対 して行って

相当の効果を挙げて居るム

以上の事宍を結合して γ-BliC を有効に位相する

には次の様に考えるのがよいと思うO(1健議粒子が虫

体に接触する械会を多くするために控議濃度は成るべ

く高い}J-がよいot2)発煙させた室内に長時fLil泣いても

虫に対する効力は或桂皮の増大は認められるが必ず し

も税許されない校である｡又煙詔'濃度が或程度以下に

なると幾ら長時間掛 ､ても効力が表れないO附蔚残存

する灯誠相子による効力を那 寺する場合にはその昭接

抵触効力を考えた場合よりも佐川薬鼓を増加する必要

があろ｡この吻合は寧ろ班FLl藁故を別の税.tl･-.から決定

すべきであるといえようO化学戦では1-蛇に呼吸にま

って作内に道入る申ii3TBh:壬抑こ対して F.Ifaberの宕

性係数を川いて居る(7)｡即ちIIJ]-の動物に対する中毒

劫火はlil;訴氾蛇(mg/m3) と作川時間 (min･)との税

に正比例するというのである.従って瓦斯濃度が或程

蛇以上であれは托薄でも作用時間さえ長ければ同一の

小芋iB効果を手Piることになる.従来の研究ではlγ-B‖C

に附 しこの点は明院でない｡.現爪の γ･BHC 132剤の

様に作川時間が長きに亘るものではその間に蛭誠粒子

のfe化沈降が起るから発墜後数時間になると附帯粒子

による接触効只及び蒸発瓦,lgfの効果が主となってきて

初JrJlとは粂作が変ってくると考えられる｡(8)γ-I3HC

虻誠jで亡はljヱ在迄のところ特別な薬害は認められないO

胡航称に対して地相な瓦JLJiをFHいても薬富が認められ

ない.(4朋 じ γ-1iIZC を月ト､ても田城質の場合と撤

粉剤,水和剤として班fl】した吻合とによって同一の害

虫に対する効力が91･るから新たに共用上告虫を煙詔質

の効力の靭点から数個の9.ルーブに区分して突放研究

を進める必要がある｡

有効濃度倍数

三内に煙誘質の或る濃姥を構成した場合にその宝内

に在る容綜ゐ内部の煙詔質の濃度は必ずしも岩内全般

の淡姥に等しくならない｡もし無限に長い時RFjl室内全

般の氾蛇を一道に作つならば遂には容器内の泣度は室

内全般の濃姥に等 しくなるが室内全般の濃度が漸減す

る吻か こは容rC.T内の氾蛇は初期の室内全般の洩蛇より

ユiu

∫ ∫ ′

節 19 啓一ⅠⅤ

低くなり室内全般の初期の洩姥とその減少軍資及び煙

誠質の容器に山人す ることの難易によって決定され

る(81｡このhB･合建議門の容器内への川人は_主とLL{渦

･動拡散による｡

今室内全般の波圧の減少速度を-淀と仮適すiLは容

器の構造に応 じて初めの室内全般の嘘蛭と容終内の舶

苗塗壁との比を概定することがLtS来る｡これを利F!Jし

たのが有効濃度倍数である｡

等老等は古林の瓦斯防護に関する研究成架を参考(9)

にして逆に容器内の壇諸法度を1と仮定しその班蛇を

抹つに必要な室内全殻の波圧の伯を実験的に決めてみ

たo試控とする対象害虫には実相殺虫洩既の既知のも

ので且つ入手し易いイエバェ,菜種アブラムS,,コク

t}'ク等を主として恥 ､た.容器としては臼.悠状態に近

いものとして家具と既出との腰間,右物 体の分枝･%

割日,隙間,葛の内乱 抜'?内部等を用い通航条付与

しては自然換気によるものを選んだ.

A,アブラムシについては 0.0328g/m3 に次のJLt.:数

を乗 じて 2-6時間で死滅した.即ち賎fniに耽m Lで

BI･るものには 1.5-3倍;層状に所感 して5.1るものに

は12.5倍｡

13,イェ,,'ェについては,0･0017g/m3 に次のti‡数を

乗 じて1時間以内に死滅した｡即ち家典のある日内の

1よ,.'ェの全死滅には4倍C .

C,ゴキブリについては(1070.00-)a/m3 に次 の(;Y数
を乗じて12時間以内に80%以上死域 したO即ち氷

見の多い部劫室内 (脱の奥,日放の閏を含む)でt羊

ll.5倍｡

D,ナンキソムシ,イェダニについては大阪府批 1三部

藤戸氏の突放について共用殺虫漬姥を0.005g/m3 と

して推罪すると次の倍数に該当して居声｡即ち家姐 こ

(8)野外に放流された'-時瓦斯 ,(気体又は蛸諜爪)
が地上に構築された防染施設内に流入して作る泊掛よ

毒瓦斯防護上重要な問題であった｡古林はこのIL地か

ら1935-ユ9iOの間に多数の実験を行って野外の日払

状態で流失する一時瓦斯について次の数倍を柑た｡今
外部の一時瓦斯の濃皮を1とすると

1銃眼を閃放した掩去機関銃庄内Oi/2
2-尿を開いたままの准掩蔽部内o1/3

3 回上入口が卑下方向の場合｡1/4-1/リ

5 鉄筋コンクリート建築,(シャッター,悠ガラス,
鉄尿閉孤)1/loo-1./200

6 九五式防志田｡･(班霧質のみ｡吸入による強制iia
凪あ V)1/1000

(9)三内では野外に比べて泊皮の油少迎班が少さく

且つ渦動が少いので古林の過去の成果とは当然?与る(.3:

であるが突験の相見は比較的に近似してIL'･た｡法壬班の
減少時間と渦動の多少とが相的うところがあったので

あらう｡
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TableIII.(､l) ELrectit,econcentrationofLindane.

*excをptGreenn'cele;1fhopper.

Tal)1eIII.(2) Effectiveconcentrationfactor.

-1TeapofstralVbags.

-Armygasmask.

-OnestralVbこIg.

-Difficultt(一getin.

-Normal.

-Easytogetin.

-Plant1()usewhich
coverinlayerstightly.

一Normalco一,er.

~｢Lightcover.

-Badventilation.

一･GoodVentilation.
-Leafsurface.

-Openarea.

究砥してE.るナ･/キンムシにはSOt;7･;家用に1黙糾して

居 るイエ5'二には40I.tY･｡

E,コク.)'りについては 0.OOlg/mlに次の(,LY･数を究

じて24時間以内に次の約月ミを1I.!たo即 ち岬-の米仏

Undcrtollolr王ngconditionstllnt

room c.1pncity240ml.specic.qof

insectscockr(mCh,insidetheroom

arethcrcmanyfurnitllreS,Opened

dralVerS,an【lthe(loorisclose(】,
thenecess.Try∫.ind.lnequ.lntity is

estim:ltedasfollolVS.From Tat)lc

lII(1)prlCticnlLin(hncconcen-

trationis0.003g/m3.FromT.lhle

IIZ･(2) WeestimTLtethe factor

suited forthisconditionas10.

Multiplying theseandthe room

tcap.acity,thenecessarytotalquan-

tityofLindaneis0.00･-)×10×210

芦12g.^sanotherexnmr)lcwhen

theroomfont.linsmanyfurnitllrCS

an(Ithe)'nscctslg.lthcrtiがItlyin

.1CrCVicc,thenchoosingtheI.lCtOr

2.-71VCOut.tin theneccss;try tot.ll

quantityofI一)end.lndas 0.00･-)×2L7

×240-30g.

の内部では600倍(ll);積み霞ねてある米俵の内部では

ユ.-)()Olだ｡
LL一･.の宍験の結米を位FTJに便利な様に作製 したもの

が妨3衣である0
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末光 (TableⅡ(2))を佐用 して薬量を求めるには対

汲Idl山によって失用殺虫濃姥を定め,これに本義によ

ってtl拙 の生存環蛤に応ずる倍数を求 めて乗 ずれば

1m3 当()の使用薬量が得られる｡ 中原,ゝ古林は本式

を川いて千玉大学園芸学部の温室のアブラムyを死域

せ しめた｡木表は比較的に漏洩が少ない室内についで

作 られて居るので鳳 鞄の撤 しい切合はその択失分を加

33:しなければならない.これ等については測定が不充

分で托宍な成-Bミを柑て屈なtザ 宍田上は普通の木造家

良ではこの柾の湘洩択矢は 30% 内外と考えてよい様

である｡

･a!f外に於る殺虫に'本式を応用するには静穏時を選ば

ねばならない｡そして気温の接地逆転の高さを測宅 し

て (柄を川いて蛭頂馬を測定するのが位利である)焼

rlm を淡め地誠剤の拡独する休校を算出し使用粟立を

決ti!+ろ｡この吻合,対象芋虫の生存買掛 こより木表

の小から適性の倍数を採用すればよい｡屋外に放ては

呂i内に比べ焼詔質の流失は大きいが渦動拡散が強いか

ら水火を仙川しても大きな支障は無い様である｡唯焼

誠TLの挑動巾が此翰抑こ挑少で参るから所要の素足が

会的i机に均等に行き渡る様に考促すべきであるO聾者

!･Jh;によれば lO0-200m℡に1光臨点を設けるとよい

税である｡

結 論

以上灯儲 Jjlを出薬や防疫剤として利用する場合の薬

n･3;(.'ji!'JJ'Luiに関して雄者等の考案と現在迄に得た資料

のはR(とを述べたが未だ研究途上にあり基礎的研究例

えばは々の日出に対する正砥な共用殺虫氾姥の決定,

州外を分む穴f71上必要な現出を桐放した正確 Hr3充分

な-1J'効班蛇倍数の災畝的完成,渦動拡散による蝶等質

の紬min過に関する理論及び宍験的研究,煙窃質の薬

効的相 当:及びその老化,沈降,附着等の諸現象の研究

呼の川姐が残って居るo聾者等ほ既にその一部に若手

してILtろが大方の伽 旨導を期待する.唯本報告では従

誰や ゝもすれば陥E)がちであった用量の不足に起因す

る拡効の視認の危険性を指摘 しておき掛 ,｡

木研兜に終始協力された千33Rg大学数段中原孫吉博士,

那ZTl物許即発株式会社五月女十寸尺氏に謝志を表する.I
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> Resumi

Recently,pureγrBHC(Lindane)hasbe占ome

tobeusedforpest-cpntrolinthefornioffog.
smokeor'gas.TheamountofLindanetobe

co'nsumedhasbeen･determinedaccordingtothe

speciesofinsects,~thecapacity orareatobe

controlledandthedegreelofthepropagationof,
insects,butnoattentiorlhasbeenshowntothe

livingenvironmentofinsects.

In thispaper,lVeSuggestthenecessityto

considerthelatterin additiontotheformers.

Experimentally,wehaveresearchedthesmoke

concentration (g/mり ofLindanenecessary to
killillSeCtSin･openstatesandcalledthisas

′Practicalkillconcentration〝.Inthenextstep,
Wedeterminedtheratioofthegeneralconcenト

rationoLsmokeorgasintheroom tothatas

may attack insects directly, which varied

according totheconditionofpropagationof

smokeorthelivingenvironmentofinsectsand

calleditasJ'effettiveconcentrationfactor'.
Inthepracticaloperationofpest-control,at

丘rstlVemakeanestimationofthepracticalkill

concentrationintheaidofTableI,nextlyadopt

thevalueofeffectiveconcentrationfactorsuited

fortheconditionofpesいcontrolfrom TableIII,
andthenmultiplying theselLactorswegetthe

practicalquantity ofLindanetobeconsumed

perunitcapacity.Tomultiplythe'capacityof

theroom'makeusgetthetotalnee.essaryquantity

ofLilldane.

Outinafield,too,thismethodisapplicable

whenthereexiststheinversionofatomospheric

te,mperature,andthecrimateissostillthatthe

smokescreenovertheground.


